







































Organization, UNWTO) が「観光統計に関する国際勧告 2008」(International







































































































































［事業所数］ 合計 v10＝宿泊飲食 v11＋小売 v12＋他
［従業者数］ 合計 v20＝宿泊飲食 v21＋小売 v22＋他
［売上高（主な事業の売上高）］ 合計 v30＝宿泊飲食 v31＋小売 v32＋他
［利用者数］ 合計 v40＝宿泊飲食 v41＋小売 v42＋他
［年間支払費用］
宿泊飲食合計 v51＝市区町村内 v511＋都道府県内 v512＋県外＋輸入他
小売合計 v52＝市区町村内 v521＋都道府県内 v522＋県外＋輸入他
［観光売上高］ 合計 v60＝宿泊飲食 v61＋小売 v62＋他
【事業所１カ所当たり従業者数】
宿泊飲食 x11＝従業者数・宿泊飲食 v21÷事業所数・宿泊飲食 v11
小売 x12＝従業者数・小売 v22÷事業所数・小売 v12
【従業者１人当たり売上高】
宿泊飲食 x21＝売上高・宿泊飲食 v31÷従業者数・宿泊飲食 v21


















宿泊飲食 x31＝売上高・宿泊飲食 v31÷事業所数・宿泊飲食 v11
小売 x32＝売上高・小売 v32÷事業所数・小売 v12
【客単価】
宿泊飲食 x41＝売上高・宿泊飲食 v31÷利用客数・宿泊飲食 v41
小売 x42＝売上高・小売 v32÷利用客数・小売 v42
【観光割合】
宿泊飲食 x51＝観光売上高・宿泊飲食 v61÷売上高・宿泊飲食 v31







































また，事業所数 (v11, v12) との相関係数は，宿泊飲食で０．００３，小売でも
０．０６４に過ぎず，事業所数が多い観光地域ほど事業所１カ所当たりの従業
者数が多い，という傾向も見られない。事業所１カ所当たり従業者数と非
常に高い相関のある変数は，事業所１カ所当たり売上高 (x31, x32) で，相
関係数は宿泊飲食０．８２４，小売０．９３７である。
従業者１人当たり売上高 (x21, x22) の平均は宿泊飲食４．９百万円，小売
１４．６百万円であり，小売の売上高は宿泊飲食の約３倍となっている。両
変数に相関はなく，相関係数は０．０７８である。同様に，事業所１カ所当た
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観光地域経済調査実施事務局 URL : http://kanko−chosa.jp/index.html
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